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１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
四
十
八
回
中
央
教
化
研
究
会
議

　
　 期

　
　 日

　 平
成
二
十
七
年
九
月
九
日
（
水
）
〜
十
日
（
木
）

　
　 会

　
　 場

　 日
蓮
宗
宗
務
院

　
　 参
加
人
数

　 一
二
九
名

　
　 資
料
展
示

　

 

教
区
教
研
や
教
化
セ
ン
タ
ー
が
作
成
・
発
行
し

た
教
化
資
料
・
発
行
物
の
展
示
を
実
施
。

　
　 テ 

ー 

マ

　

 

石
橋
湛
山
と
そ
の
時
代
│
戦
後
七
十
年
、
立
正

安
国
の
教
化
を
考
え
る
│

　
　 開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

　 本
年
、
平
成
二
十
七
年
は
戦
後
七
十
年
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
八
月
に
内
閣
総
理
大
臣
が
発
表
す
る
、
い
わ
ゆ
る
首

相
談
話
へ
の
関
心
が
、
国
の
内
外
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
、
戦
後
七
十
年
を
テ
ー
マ

に
様
々
な
企
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　 一
方
、
宗
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
第
一
〇
九
定
期
宗

会
で
の
施
政
方
針
挨
拶
の
中
で
、
小
林
順
光
宗
務
総
長
は
、

戦
後
七
十
年
に
つ
い
て
ふ
れ
、
そ
の
中
で
本
年
八
月
十
五

日
に
は
日
蓮
宗
管
長
・
内
野
日
総
猊
下
御
導
師
に
よ
る
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
追
善
供
養
並
世
界
立
正
平
和
祈
願
法
要
が

厳
修
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
林
総

長
導
師
の
も
と
、
広
島
原
爆
死
没
者
追
善
供
養
並
世
界
立

正
平
和
祈
願
法
要
が
執
り
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　 戦
後
七
十
年
を
迎
え
、
戦
争
を
間
接
的
に
し
か
知
り
得

な
い
国
民
が
多
く
を
占
め
る
今
、
あ
ら
た
め
て
戦
争
と
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
時
が
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　 本
年
の
中
央
教
研
は
、
我
々
が
こ
の
戦
後
七
十
年
を
考

え
る
上
で
、
第
五
十
五
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
石

橋
湛
山
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
氏
は
、
身
延
山
久
遠
寺
第
八

十
一
代
法
主
と
な
っ
た
杉
田
日
布
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、

戦
前
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
ま
た
、
戦
後
に
は
第

十
六
代
立
正
大
学
学
長
等
の
役
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
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そ
の
言
論
や
行
動
の
中
に
、
日
蓮
聖
人
か
ら
受
け
た
影
響

を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
こ
で
氏
の
思
想
、
行

動
や
信
仰
に
つ
い
て
学
び
、
今
後
の
我
々
が
い
か
に
立
正

安
国
の
教
化
を
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
教
研
会
議
と

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　 そ
こ
で
、
ま
ず
、
現
宗
研
所
長
三
原
正
資
が
基
調
報
告

と
し
て
、「
三
大
誓
願
に
生
き
る

　 石
橋
湛
山
の
信
仰
」

と
題
し
て
信
仰
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
ま
た
基

調
講
演
と
し
て
、
湛
山
研
究
者
で
あ
る
立
正
大
学
法
学
部

教
授
早
川
誠
氏
に
「
石
橋
湛
山

　 平
和
の
願
い
と
行
動
」

と
題
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
政
治
家
と
し
て
の
湛
山
の

姿
を
ご
講
演
頂
い
た
上
で
、
四
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

多
角
的
な
観
点
か
ら
の
問
題
提
起
と
討
議
を
行
い
、
テ
ー

マ
「
石
橋
湛
山
と
そ
の
時
代
」
と
し
て
ま
と
め
、
宗
祖
降

誕
八
〇
〇
年
に
向
け
、
参
加
者
が
自
身
の
信
仰
を
確
認
す

る
場
と
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　 ま
た
、
締
め
括
り
に
、
日
蓮
宗
新
聞
（
平
成
二
十
六
年

八
月
十
日
号
）
に
「（
自
身
が
）
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
使
命
と
は
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
、
戦
友
や
戦
没
者
の

供
養
を
続
け
る
こ
と
だ
。」
と
、
自
ら
の
従
軍
経
験
の
一

端
を
述
べ
ら
れ
た
、
大
本
山
妙
顕
寺
貫
首
三
田
村
日
正
師

に
よ
る
「
生
か
さ
れ
て
い
る
使
命
」
と
題
す
る
記
念
講
演

を
し
て
頂
き
、
結
び
と
し
ま
す
。

開
催
方
式

① 

基
調
報
告
「
三
大
誓
願
に
生
き
る

　 石
橋
湛
山
の
信

仰
」

　 三
原
正
資
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

②
基
調
講
演
「
石
橋
湛
山

　 平
和
へ
の
願
い
と
行
動
」

　 早
川
誠
（
立
正
大
学
法
学
部
教
授
）

③ 

基
調
報
告
、
基
調
講
演
を
問
題
提
起
と
し
て
、
テ
ー
マ

に
関
連
し
た
左
記
の
四
分
科
会
を
開
催
し
ま
す
。

　 Ⅰ

　 現
代
教
化
学
部
門
﹇
１
﹈

　
　
　 石
橋
湛
山
に
学
ぶ
日
蓮
的
精
神

　 Ⅱ

　 現
代
教
化
学
部
門
﹇
２
﹈

　
　
　 今
、
石
橋
湛
山
へ
の
希
求
に
応
え
る
た
め
に

　 Ⅲ

　 現
代
教
団
部
門
﹇
１
﹈

　
　
　 湛
山
の
「
豊
か
さ
」
と
戦
後
七
十
年
│
新
た
な
格

差
の
中
で
│
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　 Ⅳ

　 現
代
教
団
部
門
﹇
２
﹈

　
　
　

 

法
華
経
に
生
き
た
人
た
ち
│
石
橋
湛
山
と
石
原
莞
爾

│

④ 
全
体
会
議
で
四
分
科
会
の
報
告
を
聞
き
、
テ
ー
マ
「
石

橋
湛
山
と
そ
の
時
代
│
戦
後
七
十
年
、
立
正
安
国
の
教

化
を
考
え
る
│
」
に
ま
と
め
ま
す
。

⑤
記
念
講
演
「
生
か
さ
れ
て
い
る
使
命
」

　 三
田
村
日
正
（
大
本
山
妙
顕
寺
貫
首
）

⑥ 

各
教
区
教
研
会
議
報
告
書
や
討
議
資
料
、
管
区
並
び
に

教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等
の
教
化
資
料
を

展
示
し
、
教
化
情
報
の
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
し
ま
す
。
各

寺
院
教
会
結
社
や
個
人
有
志
で
発
行
の
も
の
は
、
各
管

区
（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　 参
加
者

　
　
　 教
区
教
研
運
営
委
員
、
或
い
は
内
容
に
関
心
が
あ
る
教
師
。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

●
第
三
十
五
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
六
月
十
一
日
〜
十
二
日

　

熊
本
県

　 Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 

い
の
ち
に
合
掌
・
激
変
し
て
い
く
社
会
の
中

で
」

基
調
講
演
「
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
と
そ
の
対
策
」

　
　
　
　
　

 

鈴
木
孝
明
氏
（
有
限
会
社
責
任
監
査
法
人
ト

ー
マ
ツ
地
域
金
融
活
性
化
推
進
室
）

　
　
　
　
　

 

佐
藤
泰
之
氏
（
大
和
証
券
株
式
会
社
営
業
サ

ポ
ー
ト
副
部
長
）

３
分
科
会

第
１
分
科
会
「 

少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
変
化
へ
の
対

応
」

第
２
分
科
会
「
変
化
す
る
親
子
関
係
へ
の
対
応
」

第
３
分
科
会
「 

三
十
年
後
の
寺
院
と
宗
門
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」

全
体
会
議

●
第
三
十
九
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
六
月
十
五
日
〜
十
六
日

　

山
口
県

　 ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
葬
式
仏
教
に
つ
い
て
」
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基
調
講
演
「
法
華
経
に
基
づ
く
葬
儀
の
意
義
」

　
　
　
　
　

 

鈴
木
隆
泰
師
（
東
京
都
善
應
院
住
職
・
山
口

県
立
大
学
教
授
）

３
分
散
会

全
体
会
議

●
第
三
十
九
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
六
日

　 北
海
道
西
部

　

札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
国
際
館
パ
ミ
ー
ル
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
有
縁
の
未
信
徒
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

基
調
講
演
「
通
夜
・
法
事
の
説
教
の
実
践
と
注
意
事
項
」

　
　
　
　
　

 

久
富
慈
順
師
（
北
海
道
妙
法
寺
住
職
・
北
海

道
東
部
布
教
師
会
長
）

　
　
　
　
　

 

水
谷
寛
斎
師
（
北
海
道
静
光
寺
住
職
・
北
海

道
西
部
布
教
師
会
長
）

　
　
　
　
　

 

中
村
啓
承
師
（
北
海
道
長
遠
寺
住
職
・
北
海

道
北
部
布
教
師
会
長
）

　
　
　
　
　

 

山
本
光
明
師
（
北
海
道
龍
王
寺
住
職
・
北
海

道
南
部
布
教
師
会
長
）

３
分
散
会

全
体
会
議

●
第
三
十
二
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
九
日

　

新
潟
県
北
部

　 国
際
佐
渡
観
光
ホ
テ
ル
八
幡
館
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
日
蓮
系
新
宗
教
に
つ
い
て
」

基
調
講
演
「 

日
蓮
系
新
宗
教
の
動
向
と
対
策
│
龍
口
法
難

七
五
〇
を
控
え
て
│
」

　
　
　
　
　

 

大
埜
慈
誠
師
（
神
奈
川
県
薬
王
寺
住
職
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
青
少
年
育
成
協
会
理
事

長
）

２
分
科
会

第
１
分
科
会
「
顕
正
会
は
間
違
っ
て
い
る
の
か
」

第
２
分
科
会
「 

も
し
自
分
の
お
寺
に
顕
正
会
員
が
来
た
ら

│
対
応
の
仕
方
を
考
え
る
│
」

全
体
会
議

●
第
四
十
五
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
十
月
七
日

　

兵
庫
県
西
部

　 姫
路
商
工
会
議
所
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 「
葬
式
仏
教
」
は
間
違
い
か
│
原
典
で
実
証
さ
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れ
る
正
当
性
│
」

基
調
講
演
「 「
葬
式
仏
教
」
は
間
違
い
か
│
原
典
で
実
証

さ
れ
る
正
当
性
│
」

　
　
　
　
　

 

鈴
木
隆
泰
師
（
東
京
都
善
應
院
住
職
・
山
口

県
立
大
学
教
授
）

４
分
散
会

全
体
会
議

●
第
三
十
三
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
十
月
八
日
〜
九
日

　

岩
手
県

　 ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
北
上
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 

日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
に
向
け
て
〜
現
代

社
会
で
の
教
化
・
方
法
と
実
践
〜
」

基
調
講
演
「 

日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
に
向
け
て
│
現

代
社
会
で
の
教
化
・
方
法
と
実
践
│
」

　
　
　
　
　

 

松
井
大
英
師
（
静
岡
県
了
仙
寺
住
職
・
宗
門

運
動
本
部
企
画
推
進
会
議
委
員
）

３
分
科
会

第
１
分
科
会
「 

こ
れ
か
ら
の
檀
信
徒
へ
の
教
化
と
そ
の
実

践
に
つ
い
て
」

第
２
分
科
会
「 

現
代
の
未
信
徒
へ
の
教
化
方
法
と
そ
の
実

践
に
つ
い
て
」

第
３
分
科
会
「 

好
印
象
派
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
の
実
践
、

そ
し
て
教
化
か
ら
教
化
へ
」

全
体
会
議

●
第
三
十
九
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日

　

愛
知
県
尾
張

　 ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
勝
川
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 

戦
後
七
十
年
・
立
正
安
国
の
教
化
を
考
え
る
│

石
橋
湛
山
の
日
蓮
的
精
神
に
学
ぶ
│
」

基
調
講
演
「 

戦
後
七
十
年
・
日
蓮
宗
の
教
化
を
考
え
る
〜

石
橋
湛
山
の
信
仰
と
行
動
〜
」

　
　
　
　
　

 

三
原
正
資
師
（
広
島
県
妙
長
寺
住
職
・
日
蓮

宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

３
分
散
会

全
体
会
議

●
第
四
十
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
日

　 静
岡
県
東
部

　

サ
ン
ト
ム
ー
ン
柿
田
川
シ
ネ
マ
棟
に
て
開
催
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テ
ー
マ
「
戦
争
・
平
和
・
家
族
」

映
画
上
映
「
杉
原
千
畝
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ラ
ー

　 森
久
寿
隆
師
（
静
岡
県
本
成
寺
住
職
）

　
　
　
　
　 貫
名
英
舜
師
（
静
岡
県
常
泉
寺
住
職
）

　
　
　
　
　 杉
本
蓮
修
師
（
静
岡
県
寳
珠
寺
住
職
）

　
　
　
　
　 小
澤
惠
修
師
（
山
梨
県
本
郷
寺
住
職
）

●
第
三
十
三
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日

　

千
葉
県
南
部

　 大
本
山
清
澄
寺
研
修
会
館
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 

現
代
の
寺
院
と
僧
侶
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る

〜
今
人
々
が
求
め
て
い
る
こ
と
、
私
た
ち
が
す

べ
き
こ
と
は
何
か
？
〜
」

基
調
講
演
「 

現
代
に
即
応
し
た
教
化
の
あ
り
方
を
考
え
る

〜
こ
れ
か
ら
の
お
寺

　 必
須
条
件
五
か
条

〜
」

　
　
　
　
　 井
出
悦
郎
氏
（
未
来
の
住
職
塾
講
師
）

基
調
講
演
「 

現
代
に
即
応
し
た
教
化
の
あ
り
方
を
考
え
る

〜
み
ん
な
で
〝
お
坊
さ
ん
〞
を
問
い
直
そ
う

〜
」

　
　
　
　
　

 

松
村
和
順
氏
（（
株
）
百
人
組
代
表
取
締
役

社
長
・
寺
子
ブ
ッ
ダ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

事
例
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
第
二
十
二
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
八
年
三
月
三
日

　

群
馬
県

　 メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
高
崎
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 

僧
侶
と
し
て
発
達
障
害
の
子
に
い
か
に
寄
り
添

う
か
」

基
調
講
演
「 

こ
こ
ろ
の
科
学
…
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
〜
こ
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
サ
ー
〜
」

　
　
　
　
　

 

竹
内
一
夫
氏
（
群
馬
大
学
健
康
支
援
総
合
セ

ン
タ
ー
教
授
）

３
分
散
会

全
体
会
議

●
第
四
十
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
八
年
三
月
四
日

　

東
京
都
東
部

　 第
一
ホ
テ
ル
両
国
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
信
仰
の
過
疎
を
考
え
る
」

05　彙報.indd   328 2017/04/10   10:11



平成二十七年度日蓮宗現代宗教研究所彙報

329

基
調
講
演
「
信
仰
の
過
疎
│
そ
の
現
況
」

　
　
　
　
　

 

石
井
研
士
氏
（
國
學
院
大
学
神
道
文
化
学
部

教
授
・
同
大
学
副
学
長
）

基
調
講
演
「
信
仰
の
過
疎
│
何
を
な
す
べ
き
か
」

　
　
　
　
　

 
松
本
紹
圭
氏
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
光
明
寺

僧
侶
・
武
蔵
野
大
学
客
員
准
教
授
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
３
】
研
究
集
会

●
千
葉
県
西
部
教
化
学
研
究
集
会

平
成
二
十
七
年
十
二
月
四
日

　

千
葉
県
西
部

　 い
す
み
市
法
護
胤
教
会
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
よ
り
良
い
布
教
方
法
の
模
索
」

講
演
「 

よ
り
良
い
布
教
方
法
の
模
索
〜
「
盛
り
上
が
る
会

議
運
営
の
コ
ツ
」
体
験
講
座
〜
」

　
　
　 関

　 宏
倫
師
（
東
京
都
北
部
坂
本
教
会
副
担
任
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
福
井
県
北
部
教
化
学
研
究
集
会

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
日

　

福
井
県
北
部

　 福
井
市
妙
長
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
エ
イ
ジ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
」

講
演
「
エ
イ
ジ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
」

　
　
　 久
住
謙
昭
師
（
神
奈
川
県
第
一
部
妙
法
寺
住
職
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
終
活
と
エ
イ
ジ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

　
　
　 久
住
謙
昭
師

　
　
　 森

　 恵
司
師
（
福
井
県
北
部
圓
壽
寺
住
職
）

　
　
　 山
内
是
淳
師
（
福
井
県
北
部
妙
長
寺
修
徒
）

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】 

下
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
・
調
査
を
進
め
た
。

●
現
代
教
化
学
部
門

〈 

古
河
良
啓
・
岩
田
親
靜
・
蓮
見
高
円
・
藤
﨑
善
隆
・
小
瀬

修
達
・
川
口
智
德
・
吉
木
祥
介
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
龍
英
各

研
究
員
、
灘
上
智
生
・
伊
藤
康
裕
・
馬
島
浄
圭
・
柴
田
章

延
・
梅
森
寛
誠
各
嘱
託
〉

① 

現
代
教
化
学
研
究
（「
お
題
目
の
違
い
」
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
、
興
門
系
教
団
教
学
）

②
科
学
と
宗
教
（
生
命
倫
理
、
原
発
、
環
境
等
）

③
海
外
宗
教
研
究

05　彙報.indd   329 2017/04/10   10:11



現代宗教研究　第50号（2016.3）　　330

●
現
代
教
団
部
門

〈 

小
林
康
洋
・
鈴
木
是
妙
・
池
浦
英
晃
・
河
﨑
俊
宏
・
津
幡

法
胤
・
鶏
内
泰
寛
・
延
本
妙
泉
・
山
口
功
倫
・
齋
藤
宣

裕
・
原
一
彰
各
研
究
員
、
坂
輪
宣
政
・
山
田
孝
行
・
馬
渡

竜
彦
・
石
原
顕
正
・
野
村
佳
正
・
中
村
龍
央
・
松
田
英

秀
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
〉

①
社
会
と
宗
教
（
人
権
・
家
族
・
貧
困
）

②
社
会
と
寺
院
（
人
口
減
少
・
過
疎
地
寺
院
・
防
災
）

③
日
蓮
宗
近
現
代
史
（
日
蓮
宗
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）

④ 

Ｉ
Ｔ
（
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
機
能
・
相
互
ウ
ェ
ブ
会

議
・
現
宗
研
Ｈ
Ｐ
）

●
人
口
減
少
Ｐ
Ｔ

（ 

岩
田
親
靜
・
池
浦
英
晃
・
原
一
彰
各
研
究
員
、
灘
上
智
生

嘱
託
）

●
墓
地
使
用
約
款
特
別
Ｐ
Ｔ

（ 

古
河
良
啓
・
藤
﨑
善
隆
・
小
林
康
洋
各
研
究
員
、
馬
渡
竜

彦
嘱
託
）

●
教
研
会
議
と
教
化
セ
ン
タ
ー

（ 

蓮
見
高
円
・
小
瀬
修
達
・
河
﨑
俊
宏
・
川
口
智
德
・
鶏
内

泰
寛
・
山
口
功
倫
各
研
究
員
、
灘
上
智
生
・
伊
藤
康
裕
・

石
原
顕
正
・
野
村
佳
正
・
中
村
龍
央
・
松
田
英
秀
・
柴
田

章
延
・
梅
森
寛
誠
各
嘱
託
）

●
研
究
例
会

（ 

古
河
良
啓
・
岩
田
親
靜
・
蓮
見
高
円
・
藤
﨑
善
隆
・
小
林

康
洋
・
鈴
木
是
妙
・
池
浦
英
晃
・
小
瀬
修
達
・
河
﨑
俊

宏
・
津
幡
法
胤
・
川
口
智
德
・
鶏
内
泰
寛
・
吉
木
祥
介
・

延
本
妙
泉
・
山
口
功
倫
・
齋
藤
宣
裕
・
原
一
彰
各
研
究

員
）

●
顧
問
会

（ 

田
澤
元
泰
・
蓑
輪
顕
量
・
星
光
喩
・
石
川
浩
徳
・
中
村
潤

一
各
顧
問
）

【
２
】
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。

● 

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
七
日
、
第
十
六
回
日
蓮
宗
教
化

学
研
究
発
表
大
会
を
宗
務
院
に
於
い
て
開
催
し
た
。

「 

鬼
子
母
神
研
究
に
関
す
る
一
考
察
│
傍
観
者
か
ら
当
事

者
へ
│
」 

中
井
本
蓉
師
（
栃
木
県
正
法
寺
修
徒
）

「
法
華
経
と
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
邂
逅
」

三
谷
祥
祁
師
（
大
阪
府
観
世
音
寺
住
職
）
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「
国
連
Ｎ
Ｔ
Ｐ
再
検
討
会
議
〜
現
代
の
社
会
教
化
一
考
〜
」

河
﨑
俊
宏
師
（
石
川
県
妙
相
寺
住
職
・
現
宗
研
研
究
員
）

「
日
蓮
宗
と
呪
術
」

柴
田
章
延
師
（
広
島
県
妙
正
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

「
台
湾
佛
教
を
支
え
る
信
仰
者
た
ち
」

石
原
顕
正
師
（
山
梨
県
立
本
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

「
北
海
道
に
お
け
る
通
夜
説
教
の
実
状
」

本
間
文
裕
師
（
北
海
道
妙
蓮
寺
住
職
）

「
お
題
目
結
縁
運
動

　 相
手
に
応
じ
た
対
応
を
」

片
桐
要
重
師
（
新
潟
県
法
華
寺
住
職
）

「 

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
県
の
現
状
と
今
後
の
課

題
」
小
林
智
英
師
（
福
島
県
大
寳
寺
住
職
・
福
島
県
宗
務

所
長
）

特
別
発
表
「
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
を
再
考
す
る
」

大
谷
栄
一
氏
（
佛
教
大
学
社
会
学
部
准
教
授
）

【
３
】
研
究
例
会

● 

研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行
い
、

研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通

り
。

○
「
教
学
を
ど
う
捉
え
る
か
│
現
代
化
の
た
め
に
│
」

 

岩
田
親
靜
師

○
「 

寺
庭
婦
人
と
し
て
の
立
場
に
お
け
る
如
来
使
の
自

覚
」 

延
本
妙
泉
師

○
「
顕
正
会
会
館
の
調
査
報
告
」 

小
瀬
修
達
師

○
「 

現
代
人
の
御
朱
印
巡
り
行
動
と
宗
教
意
識
に
つ
い
て

の
研
究
」 

津
幡
法
胤
師

○
「 

科
学
と
仏
教
の
間
│
疑
似
科
学
を
題
材
と
し
て
│
」

 

蓮
見
高
円
師

○
「
法
華
経
に
み
る
経
典
読
誦
」 

吉
木
祥
介
師

○
「
経
済
格
差
と
教
育
機
会
」 

鶏
内
泰
寛
師

○
「
年
表
作
成
に
つ
い
て
」 

山
口
功
倫
師

齋
藤
宣
裕
師

○
「 

過
疎
地
域
寺
院
活
性
へ
向
け
た
取
り
組
み
│
そ
の
先

行
事
例
（
社
会
包
括
性
）
か
ら
今
後
の
取
り
組
み
を

学
ぶ
│
」 

河
﨑
俊
宏
師

○
「
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
」 

鈴
木
是
妙
師

○
「 
近
代
日
蓮
宗
に
お
け
る
「
御
降
誕
」
事
業
の
研
究
①

│
大
正
十
年
「
聖
誕
七
〇
〇
年
」
の
一
考
察
│
」
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池
浦
英
晃
師

○
「
宗
門
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
現
宗
研
」 

原
一
彰
師

○
「 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
に
よ
る
僧
侶
派
遣
の
実
情
と

展
望
に
つ
い
て
」 

藤
﨑
善
隆
師

○
「 
災
害
復
興
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
宗
教
の
役

割
│
震
災
復
興
に
宗
教
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
と
し
て
機
能
す
る
の
か
│
」 

小
林
康
洋
師

○
「 

他
宗
派
に
よ
る
海
外
布
教
事
情
を
探
る
」

 

川
口
智
德
師

○
「 

宗
学
に
つ
い
て
│
大
正
末
期
か
ら
昭
和
最
初
期
を
中

心
に
│
」 

古
河
良
啓
師

【
４
】
現
地
調
査

● 

六
月
九
日
〜
十
日
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
・
知
覧
に
於
い
て
、

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

● 

六
月
二
十
六
日
、
東
京
都
横
田
基
地
に
於
い
て
、
現
地
調

査
を
行
っ
た
。

● 

七
月
二
日
、
山
梨
県
石
橋
湛
山
記
念
館
に
於
い
て
、
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

● 

七
月
三
十
日
、
東
京
都
東
洋
経
済
新
報
社
に
於
い
て
、
現

地
調
査
を
行
っ
た
。

● 

十
一
月
二
十
四
日
〜
二
十
六
日
、
平
成
二
十
七
年
度
研
究

員
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
１
】「
現
代
宗
教
研
究
」
第
五
十
号
を
編
集
し
、
配
付
予
定
。

【
２
】 

教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
「
平

成
二
十
六
年
日
蓮
宗
年
表
」
を
作
成
し
、
配
布
予
定
。

【
３
】 「
現
代
宗
教
研
究
」
別
冊
と
し
て
、「
教
化
学
研
究
７
」
を

作
成
し
、
配
付
予
定
。

【
４
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
５
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
６
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
７
】 

今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め

の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

【
１
】 

五
月
十
六
日
、
大
正
大
学
に
於
い
て
、「
日
本
近
代
仏
教

史
研
究
会

　 第
二
十
三
回
研
究
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

【
２
】 

五
月
二
十
五
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「「
教
団
付
置
研
究
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所
懇
話
会

　 第
十
四
回
年
次
大
会
」
第
二
回
実
行
委
員

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

【
３
】 
六
月
一
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、「
全
国

青
少
年
教
化
協
議
会

　 第
三
十
九
回
正
力
松
太
郎
賞
表
彰

式
・
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
４
】 

六
月
十
四
日
、
高
野
山
大
学
に
於
い
て
、「
佐
々
井
秀
嶺

講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
５
】 

六
月
二
十
三
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
教
区
教
研
連
絡

会
議
」
を
開
催
し
た
。
各
教
区
教
研
の
前
年
度
運
営
委
員

代
表
と
本
年
度
運
営
委
員
代
表
、
及
び
次
年
度
運
営
委
員

代
表
が
出
席
し
て
、
前
年
度
の
報
告
と
本
年
度
の
計
画
を

聞
き
、
教
研
会
議
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

【
６
】 

六
月
二
十
四
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
教
化
セ
ン
タ
ー

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー
発

行
の
布
教
・
教
化
・
伝
道
資
料
の
交
換
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
問
題
点
と
各
セ
ン
タ
ー

間
の
交
流
推
進
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

【
７
】 

七
月
一
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
於
い
て
、「
第
二
十

二
回

　 東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加

し
た
。

【
８
】 

七
月
二
十
九
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「「
教
団
付
置
研
究

所
懇
話
会

　 第
十
四
回
年
次
大
会
」
第
三
回
実
行
委
員

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

【
９
】 

八
月
二
十
九
日
、
立
正
大
学
に
於
い
て
、「
日
本
脱
カ
ル

ト
教
会

　 創
立
二
十
周
年
記
念
公
開
講
演
会
」
が
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
。

【
10
】 

九
月
五
日
〜
六
日
、
創
価
大
学
に
於
い
て
、「
日
本
宗
教

学
会

　 第
七
十
四
回
学
術
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し

た
。

【
11
】 

九
月
十
五
日
、
港
区
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
於
い
て
、

「
葬
式
仏
教
価
値
向
上
委
員
会

　 第
八
回
研
究
会
」
が
開

催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
12
】 

九
月
十
九
日
〜
二
十
日
、
高
野
山
大
学
に
於
い
て
、「
日

本
印
度
学
仏
教
学
会

　 第
六
十
六
回
学
術
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
13
】 
十
月
十
日
、
イ
ン
ド
大
使
館
に
於
い
て
、「
中
村
元
東
方

研
究
所

　 記
念
講
演
会
・
第
二
十
五
回
中
村
元
東
方
学
術

賞
授
賞
式
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。
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【
14
】 

十
月
十
一
日
、
淑
徳
大
学
に
於
い
て
、「
日
本
仏
教
社
会

福
祉
学
会

　 第
五
十
回
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
15
】 
十
月
二
十
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
教
団
付
置
研
究
所

懇
話
会

　 第
十
四
回
年
次
大
会
」
が
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研

究
所
当
番
に
て
開
催
さ
れ
た
。

【
16
】 

十
月
二
十
八
日
〜
二
十
九
日
、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
に
於

い
て
、「
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　 第
十
七
回
学
術

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
17
】 

十
月
二
十
九
日
、
杉
並
区
セ
レ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、「
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
・
信
教
の
自
由
委
員
会

　

第
四
回
現
代
社
会
と
信
教
の
自
由
公
開
講
座
」
が
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
。

【
18
】 

十
月
二
十
九
日
、
新
宿
常
圓
寺
に
於
い
て
、「
天
台
本
覚

思
想
史

　 公
開
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
19
】 

十
一
月
二
十
一
日
、
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
大
学
院
に
於

い
て
、「「
生
と
死
」
研
究
会

　 第
十
四
回
例
会
」
が
開
催

さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
20
】 

十
一
月
二
十
八
日
、
國
學
院
大
学
に
於
い
て
、「
第
六
回

宗
教
と
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
21
】 

十
二
月
四
日
、
千
代
田
区
都
道
府
県
会
館
に
於
い
て
、
文

化
庁
文
化
部
宗
務
課
主
催
「
不
活
動
宗
教
法
人
対
策
会

議
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
22
】 

十
二
月
八
日
〜
十
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
於
い
て
、

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
産
業
展
二
〇
一
五
」
が
開
催
さ
れ
、
参

加
し
た
。

【
23
】 

十
二
月
十
二
日
、
立
正
大
学
に
於
い
て
、「
第
三
回
石
橋

湛
山
研
究
学
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
24
】 

十
二
月
十
六
日
、
港
区
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
於
い

て
、「
葬
式
仏
教
価
値
向
上
委
員
会

　 第
九
回
研
究
会
」

が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
25
】 

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
八
日
、
中
山
身
語
正
宗
瀧
光
徳

寺
に
於
い
て
、「「
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会

　 第
十
五
回

年
次
大
会
」
第
一
回
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席

し
た
。

【
26
】 

二
月
二
十
日
、
大
阪
国
際
大
学
に
於
い
て
、「（
公
財
）
国

際
宗
教
研
究
所

　 公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
27
】 

二
月
二
十
日
〜
二
十
一
日
、
東
京
都
青
山
葬
儀
所
に
於
い

05　彙報.indd   334 2017/04/10   10:11



平成二十七年度日蓮宗現代宗教研究所彙報

335

て
、「
東
北
大
学
宗
教
学
研
究
室

　 公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
28
】 
三
月
九
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
に
於
い
て
、「
第

二
十
九
回
法
華
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
29
】 

三
月
二
十
六
日
、
京
都
大
学
に
於
い
て
、「
宗
教
哲
学
会

　

第
八
回
学
術
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

５
、
講
演

【
１
】
秋
田
県
教
師
研
修
会

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日
開
催

　

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

講
演
「
人
口
減
少
時
代
の
宗
門
と
秋
田
」

池
浦
英
晃
（
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）、
原
一
彰
（
現

代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

【
２
】
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
講
義

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
七
日
開
催

　 身
延
山
大
学

講
演
「
日
蓮
宗
の
現
状
と
課
題
」

櫻
井
義
久
（
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）
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